
2025年８月29日 第398号月刊「地方自治みえ」( 1 )

自治体を変える
「使われるオープンデータ」
― データ公開から活用への戦略的転換 ―

一般社団法人シビックテック・ラボ　代表理事 市川  博之

　
近
年
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
事
業
者
が
保
有
す
る
情
報
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と

し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
国
や
地
方
が
発
展
す
る
う
え
で
、
非
常
に
有
益
な
も
の
で
は

あ
り
ま
す
が
、
団
体
に
よ
り
公
開
し
て
い
る
情
報
は
様
々
で
す
。

　
そ
こ
で
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
任
命
す
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
伝
道
師
の
一
般
社
団
法
人

シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
・
ラ
ボ
代
表
理
事
市
川
博
之
氏
に
「
使
わ
れ
る
た
め
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
．
１　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
運
動
の
起
源

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
決
定
的
な
転
換
点

と
な
っ
た
の
は
２
０
０
９
年
、
米
国
オ
バ

マ
政
権
に
よ
る
「O

pen Governm
ent 

Initiative

」
の
発
表
で
す
。
オ
バ
マ
大
統

領
は
就
任
直
後
に「
透
明
性
」「
参
加
」「
協

働
」
を
政
府
運
営
の
基
本
原
則
と
し
て
掲

げ
、
政
府
デ
ー
タ
の
積
極
的
公
開
を
宣
言

し
ま
し
た
。
こ
の
動
き
は
瞬
く
間
に
世
界

各
国
に
波
及
し
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
政
策

を
推
進
し
ま
し
た
。

１
．
２　
日
本
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
の
発
展

　

わ
が
国
で
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
行
政
情
報
の
公

開
と
共
有
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し

た
。
災
害
時
に
お
け
る
情
報
不
足
や
情
報

の
分
散
が
課
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平

時
か
ら
の
デ
ー
タ
公
開
と
活
用
体
制
の
必

要
性
が
明
確
と
な
り
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点

計
画
で
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
」

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
た
３
本
の
大
き
な

柱
の
１
つ
に
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
な
っ
て

い
ま
す
。

１
．
３　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
は
何
か

　
―
３
つ
の
基
本
ル
ー
ル

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
す
る
に
は
、
単
に

公
開
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
以
下
の
３
つ

の
基
本
ル
ー
ル
を
満
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

⑴
機
械
判
読
性
（M

achine R
eadable

）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
的
に
処
理
で
き
る

形
式
（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
、Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
等
）

で
提
供
さ
れ
る
こ
と
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
画
像
や
ス

キ
ャ
ン
デ
ー
タ
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
と
し

て
加
工
・
分
析
が
可
能
な
形
式
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
量
デ
ー
タ
の

自
動
処
理
や
シ
ス
テ
ム
間
連
携
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

⑵
二
次
利
用
可
能
（R

eusable

）
著
作

権
や
ラ
イ
セ
ン
ス
の
制
約
な
く
、
商
用
・

非
商
用
を
問
わ
ず
自
由
に
利
用
、
改
変
、

再
配
布
が
で
き
る
こ
と
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
コ
モ
ン
ズ
ラ
イ
セ
ン
ス
（
Ｃ
Ｃ 

Ｂ

Ｙ
等
）
や
政
府
標
準
利
用
規
約
の
採
用
に

よ
り
、
利
用
者
が
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
活

用
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

⑶
誰
で
も
使
え
る
（A

ccessible

）
特
定

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
有
料
ツ
ー
ル
を
必
要

と
せ
ず
、
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
・
利
用
で
き

る
こ
と
。
技
術
的
・
経
済
的
な
障
壁
を
最

小
限
に
抑
え
、
幅
広
い
利
用
者
層
に
よ
る

デ
ー
タ
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
３
つ
の
ル
ー
ル
を
満
た
す
こ

と
で
、
デ
ー
タ
は
真
の
意
味
で
「
オ
ー
プ

ン
」
と
な
り
、
社
会
全
体
で
の
価
値
創
造

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
ル
ー

ル
を
満
た
せ
ば
、
自
治
体
以
外
が
作
成
し

た
デ
ー
タ
も
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
な
り
ま

す
。

１
．
４　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
も
た
ら
す

社
会
変
革
の
意
味

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
、
従
来
の
「
行
政

が
情
報
を
管
理
し
、
必
要
に
応
じ
て
提
供

す
る
」
と
い
う
一
方
向
的
な
関
係
を
、「
社

会
全
体
で
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
協
働
し
て

価
値
を
創
造
す
る
」
と
い
う
双
方
向
的
な

関
係
に
変
革
し
ま
す
。
例
え
ば
、
デ
ー
タ

連
携
基
盤
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
は
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
が
行
政
と
民
間
の
デ
ー
タ
を
利

活
用
し
な
が
ら
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
デ
ー
タ
利
活
用
が
進
ん
で
く
る

際
に
ベ
ー
ス
と
な
る
も
の
が
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
デ
ー
タ
の
上
で

活
き
る
社
会
、
こ
の
変
革
に
よ
り
、
行
政

の
透
明
性
向
上
、
市
民
参
画
の
促
進
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
、
効
率
的
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
、
多
面
的
な
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
質
を
評
価
す
る
国

際
的
な
指
標
と
し
て
「
５
つ
星
オ
ー
プ
ン

２
．
２
．��

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
「
５
つ

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
「
５
つ

星
」
と
適
切
な
ラ
イ
セ
ン
ス

星
」
と
適
切
な
ラ
イ
セ
ン
ス

１
．
１
．��

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
始
ま
り

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
始
ま
り

と
意
味

と
意
味

「誰一人取り残されない」デジタル社会
豊かさを真に実感できる「誰一人取り残されない」

デジタル社会を実現する

利用者視点を第一に、
デジタル機器・サービ
スの開発検討段階から、
サービスデザイン思考
を用い様々な選択肢を
用意することが必要

官民のオープンデータ
化を一層推進し、国民
参加型のオープンガバ
メントの構築

地域課題の解決を図る
「シビックテック」によ
り、産官民が各々の立
場で相互に協力し「皆
で支え合うデジタル共
生社会」を構築

（一財）

E-mail : info@mie-jichiken.jp
https://www.mie-jichiken.jp/



第398号2025年８月29日 月刊「地方自治みえ」 ( 2 )

デ
ー
タ
」
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
に
お
い
て
は
、
最
低
限
Ｌ
ｖ
３

を
目
指
す
こ
と
が
実
用
的
で
す
。
ま
た
、

ラ
イ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
（
Ｃ

Ｃ 

Ｂ
Ｙ
等
）
や
、
政
府
標
準
利
用
規
約

を
採
用
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
安
心
し

て
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

と
は
い
え
、
デ
ー
タ
加
工
が
無
理
だ
か

ら
と
、
辞
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
Ｐ

Ｄ
Ｆ
形
式
で
も
出
さ
な
い
よ
り
は
出
し
た

方
が
よ
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
公
開
の
プ
ロ
セ

ス
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

３
．
１　
行
政
透
明
性
の
向
上
と
市
民
参

画
の
促
進

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
研
究
者

や
防
災
関
連
機
関
だ
け
で
な
く
、
市
民
や

民
間
企
業
も
自
由
に
活
用
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
防
災
ア
プ
リ
や
避
難
支
援
ツ
ー
ル

の
開
発
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
津
波
避
難
所
の
位
置
を
マ
ッ
ピ
ン
グ

す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
や
、
災
害
時
に
配

慮
が
必
要
な
人
々
の
た
め
の
避
難
ル
ー

ト
案
内
機
能
な
ど
が
実
用
化
さ
れ
て
お

り
、
住
民
の
防
災
意
識
向
上
と
災
害
時

の
迅
速
な
対
応
行
動
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま

え
、
宮
城
県
で
は
、
災
害
公
営
住
宅
の
整

備
状
況
や
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
状
況
な

ど
、
復
興
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
と
し
て
積
極
的
に
公
開
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
大
学
や
研
究

機
関
、
市
民
団
体
に
よ
る
復
興
の
進
捗
分

析
や
政
策
提
言
に
活
用
さ
れ
、
災
害
か
ら

得
ら
れ
た
知
見
や
教
訓
を
社
会
全
体
で
共

有
す
る
仕
組
み
と
し
て
機
能
し
て
い
ま

す
。

３
．
３　
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
貢
献

　

福
井
県
鯖
江
市
は
、
早
く
か
ら
「
デ
ー

タ
シ
テ
ィ
鯖
江
」
と
銘
打
ち
、
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
場
所
、
避
難
所
情
報
、
公
衆
ト
イ
レ
な

ど
の
施
設
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
な
ど
機
械
判

読
可
能
な
形
式
で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し

て
公
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
基
盤
デ
ー

タ
を
用
い
、
市
内
Ｉ
Ｔ
企
業
や
高
専
生
が

「
さ
ば
え
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
マ
ッ
プ
」「
さ
ば
え

Ａ
Ｅ
Ｄ
検
索
」「
鯖
江
地
産
地
消
マ
ッ
プ
」

な
ど
、
多
様
な
ア
プ
リ
を
開
発
。
伝
統
産

業
（
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
）
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
掛

け
合
わ
せ
た
「
第
４
の
産
業
」
を
育
成
す

る
一
助
と
な
り
、
若
手
人
材
の
定
着
や
新

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
千
葉
市
で
は
「
子
育
て
施
設
一

覧
（
認
可
保
育
所
・
認
可
外
保
育
所
な

ど
）」
を
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
／
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
で

　

横
浜
市
で

は
、
予
算
・
決

算
デ
ー
タ
を

オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
と
し
て
継
続

公
開
す
る
こ
と

で
、
市
民
に
よ

る
行
政
監
視
機

能
が
向
上
し
ま

し
た
。
同
市
の

予
算
デ
ー
タ
は

詳
細
な
事
業
別

支
出
ま
で
含
ん

で
お
り
、
市
民

団
体
や
研
究
者

に
よ
る
政
策
分

析
が
活
発
化
し

て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
予
算

編
成
過
程
に
お

け
る
市
民
参
画

も
進
展
し
、
よ

り
透
明
性
の
高

い
行
政
運
営
が

実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
静
岡
県
菊
川
市
で
は
、
ご
み
収

集
日
や
ル
ー
ト
な
ど
の
生
活
に
密
着
し
た

情
報
を
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
公
開

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
民

間
の
開
発
者
や
地
域
の
有
志
に
よ
っ
て

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
日

常
生
活
に
役
立
つ
か
た
ち
で
住
民
に
還
元

さ
れ
て
い
ま
す
。
単
な
る
情
報
公
開
に
と

ど
ま
ら
ず
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
「
使
わ

れ
る
情
報
」
と
し
て
地
域
社
会
に
定
着
し

つ
つ
あ
る
好
例
と
い
え
ま
す
。

３
．
２　
防
災
・
減
災
へ
の
活
用

　

静
岡
県
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
富

士
山
噴
火
へ
の
備
え
と
し
て
、
避
難
施
設

情
報
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
、
火
山
・
山

岳
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
防
災
関
連

情
報
を
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
形
式
な
ど
の

形
で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
公
開
し
て

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
し
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
経
由

で
も
取
得
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

デ
ー
タ
を
活
用
し
、Code for Chiba

に

よ
る
『
ち
ば
こ
ど
も
マ
ッ
プ
』
な
ど
の
保

育
所
マ
ッ
チ
ン
グ
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
が
開
発

さ
れ
、
保
護
者
は
自
宅
や
職
場
か
ら
近
隣

の
施
設
を
比
較
・
検
索
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
子
育
て
支
援

産
業
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
が
生
ま

れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
て

い
ま
す
。

３
．
４　

市
民
協
働
に
よ
る
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
活
用

　

み
な
さ
ん
、W

ikipedia

も
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
だ
と
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
に
お
い
て
、
市
民
が

主
体
と
な
っ
て
地
域
の
魅
力
や
歴
史
的
価

値
を
再
発
見
・
発
信
す
る
協
働
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
各
地
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
沼
津
市
で
の「W

ikipediaT
ow

n

沼
津
」
は
、
そ
の
代
表
的
な
実
践
例
で

す
。
２
０
１
６
年
よ
り
、
沼
津
市
立
図

書
館
を
拠
点
に
、
市
民
団
体
、
郷
土
研

究
者
、
図
書
館
職
員
、
学
生
な
ど
が
連

携
し
て
継
続
的
に
開
催
さ
れ
て
き
た

W
ikipediaT

ow
n

沼
津
で
は
、
地
域
に

眠
る
知
る
人
ぞ
知
る
郷
土
資
料
や
古
地

図
、
地
域
新
聞
の
ア
ー
カ
イ
ブ
な
ど
を
活

用
し
、「
最
新
か
つ
信
頼
性
の
高
い
地
域

の
宝
の
情
報
」
へ
と
更
新
し
て
い
く
活
動

が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る

W
ikipedia

記
事
の
質
が
高
ま
り
、
全
国

の
利
用
者
に
と
っ
て
も
有
益
な
情
報
源
と

な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
側
か

ら
の
知
識
の
共
有
が
公
共
情
報
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
に
貢
献
す
る
と
い
う
流
れ
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
取
り
組
み
は
、
現
地
の

文
化
財
案
内
板
に
市
民
団
体
が
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
設
置
し
、
そ
の
場
か
ら
直
接

W
ikipedia

記
事
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

Lv 内容

5 ★★★★★：他のデータとリンクされている（Linked Open Data）

4 ★★★★☆：標準的な識別子を使用（RDF 形式など）

3 ★★★☆☆：オープンフォーマットで公開（CSV 形式など）

2 ★★☆☆☆：構造化データとして公開（Excel 形式など）

1 ★☆☆☆☆：オープンライセンスでウェブ上に公開（PDF 形式など）

クリエイティブ・コモンズライセンス

CC by 4.0 表示
クレジット表示すること条件とし、改変、
営利目的での二次利用も許可される

CC by SA 4.0 表示 - 継承
クレジットを表示し、改変時は CC by 
SA 4.0 で公開する条件に、営利目的で
の二次利用も許可される。

CC by ND 4.0 表示 - 改変禁止
クレジットを表示し、元の作品を改変
しないことを条件に、営利目的での利
用が行える。

CC by NC 4.0 表示 - 非営利
クレジットを表示し、かつ非営利目的
であることを条件に、改変したり再配
布したりすることができる。

CC by NC SA 4.0
表示 - 非営利 -
継承

クレジットを表示し、かつ非営利目的
に限り、また改変を行った際には元の
作品と同じ組み合わせの CC ライセン
スで公開することを主な条件に、改変
したり再配布したりすることができる。

CC by NC ND 4.0
表示 - 非営利 -
改変禁止

クレジットを表示し、かつ非営利目的
であり、そして元の作品を改変しない
ことを条件に、作品を自由に再配布で
きる。

３
．
３
．��

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
も
た

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
も
た

ら
す
多
面
的
効
果

ら
す
多
面
的
効
果
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う
に
し
、
リ
ア
ル
な
ま
ち
あ
る
き
と
デ
ジ

タ
ル
情
報
の
融
合
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
回
遊
性
と
学
び
の
体
験
価
値
も
高

め
て
い
ま
す
。

４
．
１　
業
務
効
率
化
と
し
て
の
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ

　

自
治
体
職
員
の
多
く
は
、
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
化
に
取
り
組
む
際
に
「
業
務
負
荷

が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
懸
念

を
抱
き
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は

適
切
な
設
計
と
運
用
を
行
え
ば
、
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
は
業
務
の
効
率
化
と
質
の
向
上

に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。
静
岡
市
と
名
寄

市
の
事
例
は
、
ま
さ
に
そ
の
好
例
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

静
岡
市
で
は
、食
品
営
業
に
関
す
る「
食

品
営
業
許
可
取
得
施
設
台
帳
」
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ

形
式
で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
提
供
し

て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
保

健
所
職
員
が
許
可
施
設
の
情
報
を
簡
便
に

検
索
・
一
覧
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
現

地
調
査
や
衛
生
指
導
の
準
備
が
効
率
化
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
開
情
報
を
市
民
や

事
業
者
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
許
可
期
限

や
必
要
手
続
き
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が

減
少
し
、
職
員
が
よ
り
専
門
的
で
付
加
価

値
の
高
い
業
務
に
集
中
で
き
る
体
制
が

整
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
名
寄
市
で
も
、
名
寄
市
立
総
合

病
院
に
関
す
る
診
療
実
績
、
在
院
日
数
、

紹
介
患
者
率
な
ど
の
医
療
デ
ー
タ
を
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
情
報
は
、
市
民
が
病
院
の
特
徴
を
把

握
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
医
療
従
事
者

自
身
が
自
施
設
の
実
績
を
分
析
し
、
業
務

改
善
に
活
か
す
た
め
に
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

４
．
２　
段
階
的
導
入
に
よ
る
負
荷
軽
減

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
推
進
に
お
い
て
は
、

最
初
か
ら
全
て
の
情
報
を
整
備
・
公
開
し

５
．
２　
政
策
評
価
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活

用　
―
静
岡
市
の
行
政
評
価
と
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

の
実
践

　

近
年
、
自
治
体
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用

は
「
可
視
化
」
や
「
市
民
向
け
情
報
提
供
」

を
超
え
、
政
策
評
価
や
改
善
サ
イ
ク
ル
の

中
核
を
担
う
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
く
政
策
立
案
）
と
し
て
の
活
用
が
進

ん
で
い
ま
す
。
静
岡
市
は
そ
の
代
表
的
な

実
践
事
例
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

静
岡
市
で
は
、
全
て
の
施
策
を
「
政
策

→
施
策
→
事
務
事
業
」
と
い
う
３
階
層
構

造
で
体
系
化
し
、
各
階
層
に
定
量
的
な
評

価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
紐
付
け
る
「
静
岡

型
行
政
評
価
制
度
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
観
光
振
興
施
策
で

あ
れ
ば
「
観
光
客
数
」「
宿
泊
者
数
」「
観

光
施
設
利
用
者
数
」
な
ど
の
具
体
的
な
数

値
を
指
標
と
し
て
設
定
し
、
目
標
値
に
対

す
る
達
成
状
況
を
明
示
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
指
標
情
報
は
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

ポ
ー
タ
ル
に
Ｃ
Ｓ
Ｖ
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
毎
年
度

公
開
さ
れ
て
お
り
、
誰
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
・
分
析
で
き
る
形
で
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。

６
．
１　
生
成
Ａ
Ｉ
と
の
親
和
性

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
の

情
報
も
「
Ａ
Ｉ
可
読
性
」
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
従
来
の
Ｈ
Ｔ
Ｍ
に
加
え
て
、

構
造
化
デ
ー
タ
（
Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

－

Ｌ
Ｄ
、
Ｒ

Ｄ
Ｆ
等
）
で
の
情
報
提
供
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

内
閣
府
や
総
務
省
等
の
中
央
省
庁
で

は
、
す
で
に
Ｗ
ｅ
ｂ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
構

造
化
デ
ー
タ
と
し
て
提
供
す
る
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生

成
Ａ
Ｉ
が
正
確
に
情
報
を
理
解
・
活
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
市
民
が
自
然
言
語
で

行
政
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
が
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
業
務
に
直
結

し
、
住
民
の
安
全
に
直
結
す
る
「
必
要
最

小
限
の
デ
ー
タ
」
か
ら
始
め
る
段
階
的
な

導
入
が
効
果
的
で
す
。

　

静
岡
県
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

へ
の
備
え
と
し
て
、
ま
ず
県
内
の
避
難

所
・
避
難
場
所
の
位
置
情
報
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
や

Shapefile

形
式
で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化

し
、
県
公
式
防
災
ア
プ
リ
に
も
組
み
込
み

ま
し
た
。
こ
の
防
災
ア
プ
リ
で
は
、
Ａ
Ｒ

機
能
や
コ
ン
パ
ス
表
示
に
よ
る
避
難
誘
導

が
実
装
さ
れ
て
お
り
、
住
民
が
災
害
時
に

迅
速
か
つ
正
確
に
避
難
行
動
を
取
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
ま
ず

命
を
守
る
デ
ー
タ
か
ら
」
着
手
す
る
段
階

的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
担
当
職
員
の
負
担
を

最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、
実
効
性
の
あ
る
成

果
を
出
す
現
実
的
な
方
法
で
す
。

５
．
１　
デ
ー
タ
を
「
伝
え
る
」
技
術

　

単
に
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
だ

け
で
は
、
市
民
に
情
報
が
届
き
に
く
く
、

活
用
さ
れ
に
く
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
化
や

可
視
化
を
通
じ
、
直
感
的
に
理
解
で
き
る

形
で
伝
え
る
技
術
が
重
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
浜
松
市
で
は
２
０
２
５
年
２
月

に「HA
M

A
M

A
TSU DA

TA
 GA

RDEN

」

を
本
格
始
動
さ
せ
、
市
に
関
す
る
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
（
人
口
、
市
民
意
識
調
査
、
防

災
施
設
な
ど
）
を
複
数
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
と
し
て
統
合
公
開
し
て
い
ま
す
。
操
作

性
に
優
れ
、
利
用
者
は
グ
ラ
フ
を
ク
リ
ッ

ク
し
た
り
カ
ー
ソ
ル
を
重
ね
た
り
す
る
こ

と
で
、
町
・
字
単
位
の
詳
細
デ
ー
タ
や
避

難
所
情
報
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
の
可
視
化

ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
設
計

さ
れ
て
お
り
、
市
民
へ
の
デ
ー
タ
の
「
見

え
る
化
」
と
理
解
促
進
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。

６
．
２　

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
時
代
へ
の

備
え

　

近
い
将
来
、
市
民
は
「
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
」
を
通
じ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク

セ
ス
す
る
よ
う
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
は
、
機
械
可
読

性
の
高
い
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
提
供
し
て

い
る
自
治
体
の
情
報
の
み
が
有
効
に
活
用

さ
れ
、
そ
う
で
な
い
自
治
体
の
情
報
は
事

実
上
「
存
在
し
な
い
」
も
の
と
し
て
扱
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

先
進
的
な
自
治
体
で
は
、
す
で
に

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
ご
み
収
集
日
・
イ
ベ

ン
ト
情
報
な
ど
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
連
携

さ
せ
、
市
民
の
質
問
に
自
動
応
答
す
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
は
、
将
来
の
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
時
代
に
向
け
た
重
要
な
準
備
と
い
え
ま

す
。

７
．
１　
協
働
の
新
し
い
か
た
ち

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
行
政
の
一
方
向
的

な
情
報
提
供
を
、
市
民
や
学
生
、
企
業
と

の
双
方
向
的
な
協
働
へ
と
変
え
る
力
が
あ

り
ま
す
。
代
表
的
事
例
と
し
て
、
豊
橋
市

３
大
学
ま
ち
づ
く
り
ハ
ッ
カ
ソ
ン
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

豊
橋
市
で
は
、
愛
知
大
学
、
創
造
大

学
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
の
学
生
を
中
心

に
、市
が
公
開
す
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ（
公

共
交
通
Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
、
施
設
情
報
な
ど
）
を

活
用
し
て
ま
ち
づ
く
り
ア
プ
リ
の
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
８

年
度
に
は
「
雨
ふ
り
バ
ス
停
」
や
「
難
読

三
河
弁
翻
訳LIN

E BO
T

」
な
ど
多
様

な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
を
活

用
し
た
交
通
情
報
ア
プ
リ
も
登
場
し
ま
し

た
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
参
加
者
が
「
市

が
公
開
す
る
デ
ー
タ
」
を
素
材
に
ア
イ
デ

ア
を
形
に
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
当

４
．
４
．��「
業
務
負
荷
増
加
」
と
い
う

「
業
務
負
荷
増
加
」
と
い
う

懸
念
へ
の
処
方
箋

懸
念
へ
の
処
方
箋

５
．
効
果
的
な
デ
ー
タ
可
視
化

５
．
効
果
的
な
デ
ー
タ
可
視
化

　
　
　
　

  
――  

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
力

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
力

７
．
７
．��

市
民
協
働
を
促
進
す
る

市
民
協
働
を
促
進
す
る

　
　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
活
用

　
　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
活
用

６
．
６
．
Ａ
Ｉ
時
代
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

Ａ
Ｉ
時
代
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

　
　
　
　
――  

構
造
化
さ
れ
た
情
報
公
開

構
造
化
さ
れ
た
情
報
公
開
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　開発エンジニア、コンサルティングファーム
を経て現在の仕事に従事。東京造形大学の特任
教授としてデザインを教える傍ら、自治体への
コンサルティング・オープンデータ利活用や、

市川電産 CEO・一般社団法人シビックテック・ラボ代表理事と
して民間企業への ITシステム全般のコンサルティング・開発・
情報利活用研修を実施している。
　デジタル庁オープンデータ伝道師、総務省地域情報化アドバ
イザーも務める。

プロフィール 一般社団法人シビックテック・ラボ

代表理事 市 川  博 之

事
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ッ
カ
ソ
ン
形

式
が
、
デ
ー
タ
利
活
用
の
創
発
と
市
民
の

主
体
性
を
引
き
出
す
場
と
し
て
機
能
し
て

お
り
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
起
点
と
し
た

協
働
文
化
の
実
装
と
い
う
意
味
で
も
注
目

モ
デ
ル
と
言
え
ま
す
。

７
．
２　
庁
内
体
制
の
整
備

　

こ
う
し
た
協
働
型
の
取
り
組
み
を
継
続

可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
全
庁
的

な
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
体
制
の
整
備
が
不
可

欠
で
す
。
豊
橋
市
に
お
い
て
は
、「
豊
橋

Ａ
Ｐ
Ｉ
」
の
ベ
ー
タ
版
公
開
な
ど
を
通

じ
、Code for M

IK
A

W
A

な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利
活
用

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

行
政
内
部
に
は
、
情
報
政
策
課
が
中
核

と
な
り
、
他
部
署
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
勉
強
会
を
重
ね
る
組
織
文
化
が
根
付
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
実

装
の
場
と
行
政
実
務
が
連
動
す
る
体
制
が

形
成
さ
れ
、
市
民
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

継
続
性
と
品
質
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。

８
．
１　
デ
ー
タ
公
開
の
優
先
順
位
付
け

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、「
機
械
判
読
性
」「
二
次
利
用
可
能
」「
誰

で
も
使
え
る
」
の
３
原
則
を
満
た
し
つ

つ
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
デ
ー
タ
か
ら
優

先
的
に
公
開
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

一
般
的
に
以
下
の
順
序
で
進
め
る
こ
と

が
推
奨
さ
れ
ま
す
：

１
．�

既
存
の
定
期
刊
行
物
（
統
計
書
、
白

書
等
）
の
デ
ー
タ
化

２
．�

市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
情

報
（
施
設
情
報
、イ
ベ
ン
ト
情
報
等
）

３
．�

防
災
・
安
全
に
関
わ
る
情
報
（
避
難

所
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
等
）

４
．�

政
策
形
成
に
関
わ
る
基
礎
デ
ー
タ（
人

口
、
経
済
指
標
等
）

治
体
に
求
め
ら
れ
る
姿
勢
で
す
。
デ
ー
タ

の
質
向
上
、
利
用
し
や
す
い
形
式
で
の
提

供
、
積
極
的
な
活
用
促
進
に
よ
り
、
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
は
地
域
社
会
の
持
続
的
発
展

に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
民
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
、
行
政

運
営
を
よ
り
効
率
的
に
し
、
地
域
の
課
題

解
決
を
促
進
す
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
。
そ

の
推
進
は
、
未
来
の
地
方
自
治
を
切
り
拓

く
重
要
な
鍵
と
な
る
で
し
ょ
う
。
自
治
体

職
員
、
市
民
、
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
で
、真
に
「
使
わ
れ
る
」
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
の
実
現
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
変
革
の
時
代
に
お
い
て
、
地
方
自

治
体
が
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
新
た
な
価
値
を
創
造
し
続
け
る
た
め
に

も
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
戦
略
的
活
用
は

避
け
て
通
れ
な
い
道
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　

２
０
２
５
年
７
月
２
日
～
４
日
に
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
自
治
体
・
公
共
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
２
０
２
５
」
に

当
セ
ン
タ
ー
研
究
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
展
示
会
は
自
治
体
・
公
共
向
け
と
し

て
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」

や
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
展
」
な
ど
の
複
数
の
専

門
展
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
住
み
や
す

い
街
づ
く
り
」「
活
性
化
」「
業
務
効
率

化
」
に
つ
な
が
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
求

め
て
、
全
国
か
ら
自
治
体
や
官
庁
、
公
共

機
関
が
来
場
し
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
比

較
検
討
や
最
新
ト
レ
ン
ド
の
情
報
収
集
が

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
・
団
体
ブ
ー
ス
以
外
に
も

セ
ミ
ナ
ー
や
セ
ッ
シ
ョ
ン
会
場
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
自
治
体
職
員
同
士
の
交
流
や

国
の
推
進
す
る
各
種
政
策
に
関
す
る
最
新

情
報
、
地
方
自
治
体
が
直
面
し
た
課
題
に

対
す
る
解
決
方
法
な
ど
を
生
の
声
で
聴
く

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
事

業
者
と
の
情
報
交
換
は
現
在
の
自
治
体
を

取
り
巻
く
複
雑
か
つ
専
門
的
な
課
題
に
対

す
る
解
決
の
糸
口
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
特
に
首
長
を
含
む
幹
部
職
員
や
政
策

担
当
者
、
財
政
担
当
者
に
お
い
て
は
、
今
、

何
が
で
き
る
の
か
、
社
会
の
流
れ
は
ど
う

動
い
て
い
る
の
か
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
開
催
日
程
は
２
０
２
６

年
５
月
13
日
～
16
日
、
場
所
は
今
回
と
同

じ
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
、
参
加
に
つ
い
て
ご
検
討
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

９
．
１　
デ
ー
タ
品
質
の
向
上
と
３
原
則

の
徹
底

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
促
進
に
は
、

「
機
械
判
読
性
」「
二
次
利
用
可
能
」「
誰

で
も
使
え
る
」
の
３
原
則
を
徹
底
し
つ

つ
、
デ
ー
タ
の
正
確
性
、
最
新
性
、
完
全

性
の
確
保
が
不
可
欠
で
す
。
定
期
的
な

デ
ー
タ
更
新
体
制
の
構
築
、
メ
タ
デ
ー
タ

（
デ
ー
タ
の
説
明
情
報
）
の
充
実
、
利
用

者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
受
付
体
制
の

整
備
等
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
機
械
判
読
性
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
ｘ

ｃ
ｅ
ｌ
形
式
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
へ
の
移

行
、
文
字
コ
ー
ド
の
統
一
（
Ｕ
Ｔ
Ｆ

－

８
）、
デ
ー
タ
項
目
名
の
標
準
化
等
の
技

術
的
改
善
が
必
要
で
す
。

９
．
２　
個
人
情
報
保
護
と
の
両
立

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
個
人
情
報
保
護
法
等
の
関
連
法
令
を

遵
守
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
多
く
の
デ
ー

タ
を
公
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

適
切
な
匿
名
化
処
理
、
統
計
デ
ー
タ
の
活

用
、
公
開
範
囲
の
明
確
化
等
に
よ
り
、
両

立
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

９
．
３　
広
域
連
携
の
推
進

　

単
独
自
治
体
で
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
都
道
府
県
レ
ベ

ル
、
さ
ら
に
は
国
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
標

準
化
と
連
携
に
よ
り
、
よ
り
大
き
な
価
値

を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
、
単
な
る
情
報
公

開
の
手
段
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
、
企

業
、
研
究
機
関
等
の
多
様
な
主
体
が
協
働

し
、
地
域
課
題
の
解
決
と
新
た
な
価
値
創

造
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要
な
社
会
基
盤

で
す
。

　
「
公
開
す
る
」
か
ら
「
使
わ
れ
る
」
へ

の
戦
略
的
転
換
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
自

８
．
実
践
的
な
導
入
戦
略

８
．
実
践
的
な
導
入
戦
略

９
．
課
題
と
今
後
の
展
望

９
．
課
題
と
今
後
の
展
望

1010
．．
お
わ
り
に

お
わ
り
に  

――  「
使
わ
れ
る
」

「
使
わ
れ
る
」

　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
へ
の
転
換

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
へ
の
転
換

自
治
体・公
共
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
２
０
２
５

に
参
加
し
て


